
 

 

 

 
ニュースリリース 

2021年 12月 22日 

グレープシティ株式会社 

 

業務アプリ開発支援ツール、.NET 6や Visual Studio 2022を 
サポート。WinUI対応のコンポーネントセットの販売も開始。 

ComponentOne 2021J v3 
 
グレープシティ株式会社（本社：仙台市泉区紫山 3-1-4、代表取締役社長：馬場 直行）は、業務アプリケー
ション開発に便利な.NET／Xamarin／Blazor用コンポーネントを収録したスイート製品「ComponentOne
（コンポーネントワン）」の新バージョン「2021J v3」を 2021年 12月 22日（水）にリリースします。1年
定額制のサブスクリプション方式で販売しており、最上位エディション「ComponentOne Enterprise」の初
期費用（イニシャル）は 1ユーザーライセンスが 165,000円（10%税込）、更新費用（リニューアル）は
82,500円（10%税込）となります。 

ComponentOneは、年に 3回のバージョンアップを行
い、統合開発環境や OSのアップデート、新しいフレー
ムワークが登場するごとに新たなエディションを追加収
録するなど、常に最新技術に迅速に対応することをポリ
シーとしています。 

2021年最後のバージョンアップとなる「2021J v3」で
は、モダンなWindowsデスクトップアプリケーション
を構築するための UIフレームワーク「WinUI 3」に対
応したコンポーネントセット「ComponentOne for 
WinUI」を新たに追加しました。 
XAMLと C#／VB.NETの既存スキルを活用して、さまざまなWindowsデバイスで動作するWinUIアプリ
ケーションを作成できます。業務アプリケーションに求められることの多いデータグリッドやカレンダー、入
力といったコントロールを多数搭載しているため、WinUIアプリケーションにおける幅広い要件を満たすこと
が可能です。 

また、米国時間 2021年 11月 8日にマイクロソフトよりリリースされたアプリケーションフレームワーク
「.NET 6」に対応しました。Windows Forms、WPF、ASP.NET Core、Blazor、WinUIアプリ開発用の各エ
ディションで.NET 6を利用したアプリケーション開発を行えます。今後のリリースでも、.NET 6対応コント
ロールを拡充していく予定です。 

さらに、.NETアプリケーションの統合開発環境 Visual Studioの最新版「Visual Studio 2022」をはじめ、
Windows OSの最新版「Windows 11」、サーバーOSの最新版「Windows Server 2022」といった最新環境
にも対応しています。 

█ ComponentOneの詳細はWebページをご覧ください 
https://www.grapecity.co.jp/developer/componentone  

https://www.grapecity.co.jp/developer/componentone


 

 

 

▶ 新エディション「ComponentOne for WinUI」をリリース 
Windowsデスクトップアプリ向けの UIフレームワーク「WinUI 3」で利用できるコントロールの提供
を開始しました。 
 
収録している主要なコントロール 

 高速かつ多彩な表現力と柔軟性を兼ね備えるデータグリッドコントロール「FlexGrid」 
 カスタマイズ可能なカレンダーコントロール「Calendar」 
 項目リストの折りたたみや展開表示が可能なコントロール「Accordion」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ComponentOne for WinUI（※1）の価格表 

開発ライセンス 本体価格 
標準価格 

（10%税込） 

1開発（サブスクリプションイニシャル） \100,000 \110,000 

1開発（サブスクリプションリニューアル） ※2 \50,000 \55,000 

※1 このエディションは最上位エディション「ComponentOne Enterprise」に含まれます 
※2 契約更新（次年度以降） 

 

▶ ComponentOne 2021J v3で対応する新環境 

.NET 6への対応 

対応エディション：Windows Forms／WPF／ASP.NET MVC／Blazor／WinUI 

マイクロソフトのアプリケーションフレームワーク「.NET」の最新バージョン「.NET 6」をサポートしま

す。 
 



 

 

 

【Windows Forms／WPF】 
Windows FormsアプリケーションおよびWPFアプリケーション開発で利用できるコントロールの
内、.NET 5に対応したコントロールは全て .NET 6に対応します。 
さらに、Windows Forms エディションでは TrueDbGrid、GanttView、FontPicker、Schedulerが 、
WPFエディションでは Scheduler、MultiSelect、ListViewが本バージョンより.NET 6をサポートしま
す。 

 

【ASP.NET MVC】 
ASP.NET Coreアプリケーション開発用のコントロールは全て .NET 6に対応しました。 

 

【Blazor】 

.NET 6対応のコントロールを新たに提供します。 

 

Visual Studio 2022、Windows 11、Windows Server 2022への対応 
マイクロソフトよりリリースされた、.NETアプリケーションの統合開発環境 Visual Studioの最新バー
ジョン「Visual Studio 2022」に対応しました。 
また、Windows OSの最新バージョン「Windows 11」、サーバーOSの最新版「Windows Server 
2022」もサポートしています。 
テクノロジーの進化にあわせて常に最新環境に対応し豊富な UIコンポーネントを提供することで、業務シ
ステム開発をますます支援します。 

 

▶ ComponentOne 2021J v3の新機能 

FlexGridコントロールの機能強化  
対応エディション：Windows Forms 

1レコードを複数の行として表示できる機能を搭
載しました。横方向にスクロールしなくても多
くのデータを 1画面で表示することが可能で
す。 

 

 

「ComponentOne for UWP」の販売終了 
2021年 12月 31日をもちまして販売を終了します。 

 

█ ComponentOne 2021J v3の新機能 
https://www.grapecity.co.jp/developer/componentone/release/2021-3  

https://www.grapecity.co.jp/developer/componentone/release/2021-3


 

 

 

お問い合わせ 

 

報道関係のお問い合わせ先 

グレープシティ株式会社 ツール事業部 マーケティング部 

 

newsrelease_GC@grapecity.com 

022-777-8210 

 

 

会社概要 

会 社 名： グレープシティ株式会社  [GrapeCity inc. 略称：GrapeCity] 

設 立 日： 1980年 5月 

資 本 金： 9千万円 

代 表 者 名： 馬場 直行 

企業サイト： https://www.grapecity.co.jp 

事 業 内 容： ソフトウェア開発支援ツールの開発、販売 
https://www.grapecity.co.jp/developer  

 業務改善ソリューションの開発、販売 
https://www.grapecity.co.jp/enterprise  

 学校法人向け業務管理ソフトウェアの開発、販売 
https://leyser.jp  

 各種映像制作、およびスタジオの提供 
http://www.winestudios.com 

 幼児英語教育ソリューションの開発、販売 
https://grapeseed.com/jp/  

 社会福祉施設向けソフトウェアの開発、販売 
https://serve.jp/  

国内事業所： 本社 仙台市泉区紫山 3－1－4 ／関東支社／関西支社／北関東営業所／首都圏営業所／九州営業所 

海外事業所： アメリカ／中国（上海・西安）／インド／ベトナム／韓国／マレーシア／ミャンマー 

 
・Microsoft、Windowsは米国 Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
・GrapeCityおよび ActiveReports、ComponentOne 、InputMan、SPREAD、Wijmoはグレープシティ株式会社の登録商標または商標です。 
・その他記載されている製品名は各社の登録商標または商標です。 
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